
１ 現行方針の評価を踏まえた主な課題

○ 文化芸術の鑑賞や体験は、豊かな「創造力・想像力」の育成に大きな効果があることから、子ども・若者 が文化芸術に触れられる機会の確保が求めら

ている。

○ インクルーシブな社会の実現に向けて、性別、年齢、障害の有無、国籍、経済的な状況、居住する地域等にかかわらず、誰もが気軽に自分らしく文化芸

術に触れられる場が求められている。

○ デジタル鑑賞を行う方が増加傾向にあることから、 オンラインやＡＲ、デジタルアーカイブなどデジタル技術を活用した文化芸術活動への対応が求め

られている。

○ 文化芸術活動に取り組む環境が整っていると考える県民は約４割に留まり、また地域により割合に差が見られることから、県民誰もが様々な文化芸術に

触れられる機会を確保するとともに、地域間の格差を解消するような取組が求められている。

課題１ 文化芸術に触れられる機会の提供

○ 文化芸術の創り手や継承者の裾野を広げるため、持続的な活動を支援するしくみと県民等の文化芸術に対する意識醸成や理解促進に向けた取組が求めら

れている。

○ 県民が文化芸術をより身近に感じられるよう、引き続き文化芸術をつなぎ支える人材の育成・確保に努めるとともに、それらの人材が幅広く活躍できる

社会を形成することが求められている。

課題２ 持続的な文化芸術活動を支援するしくみと担い手の育成

○ 地域で受け継がれてきた文化財や食文化をはじめとした生活文化等の継承に引き続き取り組むとともに、それらの価値の適切な継承に配慮しつつ、保存

と活用の好循環を生み出すことが求められている。

○ 文化芸術が持つ多様な価値を生かした地域づくりや経済の活性化をさらに推進するため、引き続き文化芸術を観光や福祉等の他分野と連携させた取組の

実施が求められている。

課題３ 文化への関心・理解の向上

滋賀県文化振興基本方針（第４次）の策定について

２ 基本方針の策定にあたって重要となる視点

⚫滋賀が目指す将来の姿、基本目標(５年後)

⚫文化振興施策の柱および重点施策

⚫方針期間

⚫評価指標

方針全体について
⚫ 誰もが文化芸術に親しめる環境づくり(高齢者、障害者、外国人、子ども・若者、子育て中の保護者、ビ

ジネスパーソン 等)【課題１】

⚫ デジタル化の急速な進展による新しい表現や鑑賞方法への対応【課題１】

⚫ 急速な少子高齢化に伴う文化の担い手減少への対応【課題２】

⚫ 伝統文化や暮らしに根付く文化の魅力の再認識(衣食住等の生活文化、滋賀の美の魅力発信)【課題２】

⚫ 文化芸術の新たな価値の創出（観光、産業、福祉、教育等との連携による社会課題への対応）【課題３】

⚫ 滋賀ならではの文化的資産の海外展開【課題３】

⚫ 地域文化の拠点として文化施設がもつ役割【課題３】

⚫ 「文化と経済」「文化財の保存と活用」の好循環【課題３】

策定にあたって重要な視点

資料１

1



時期 審議内容等

令和７年
（2025年）

３月
文化審議会（諮問・スケジュール確認・課題検討）

令和７年
（2025年）

５月
文化審議会（骨子案・評価指標検討）

令和７年
（2025年）

７月
文化審議会（素案検討）

令和７年
（2025年）

11月
文化審議会（答申案検討・県民政策コメント実施結果報告）

令和７年
（2025年）

12月
会長から知事へ答申

令和８年
（2026年）

３月
滋賀県文化振興基本方針（第４次）策定

策定に向けたスケジュール（案）

2

第１回 重点検討事項部会開催（４～５月）
実施方針の検討

ヒアリング先への意見照会（５～６月）

第２回 重点検討事項部会開催（５～６月）
重点検討事項の取りまとめ・施策の検討

第３回 重点検討事項部会開催（６～７月）
基本方針への反映

県民政策コメント実施（10～11月）

滋賀県文化振興基本方針（第４次）の策定について



柱１ 文化芸術に触れられる機会の提供

１ 文化芸術鑑賞について

２ 文化芸術に取り組むことができる環境について

資料編
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「①１年間に文化芸術を鑑賞したことのある県民の割合」(年度別・鑑賞方法別)

１ 文化芸術鑑賞について

（参考） 県政モニターアンケート 有効回答数：256人
①県政モニターの年代別人数
～20歳代…１7人、30歳代…34人、40歳代…43人、50歳代…49人、60歳代…53人、70歳代～…６0人
②県政モニターの地域別人数
大津…60人、湖南…65人、甲賀…28人、東近江…40人、湖東…２5人、湖北…２8人、湖西…10人

・直接鑑賞を行った割合の増加
・デジタル鑑賞の一般化の継続
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「①１年間に文化芸術を鑑賞したことのある県民の割合」(年代別・鑑賞方法別)

１ 文化芸術鑑賞について

（参考） 県政モニターアンケート 有効回答数：256人
①県政モニターの年代別人数
～20歳代…１7人、30歳代…34人、40歳代…43人、50歳代…49人、60歳代…53人、70歳代～…６0人
②県政モニターの地域別人数
大津…60人、湖南…65人、甲賀…28人、東近江…40人、湖東…２5人、湖北…２8人、湖西…10人

・ほとんどの世代で直接鑑賞
よりもデジタル鑑賞が多い
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１ 文化芸術鑑賞について

直接鑑賞をした理由別の割合（評価指標①関連）※複数回答可

53.9%

35.1%

21.9%

16.2%

5.3%
7.5%

3.1% 0.9%

22.8%

69.2%

49.3%

25.9%

14.9% 13.4% 12.4%

5.5%
0.5%

21.5%
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を
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め
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・
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っ
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友
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が
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域
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事
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た
め

他
の
用
事
（
仕
事
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旅
行
な
ど
）

の
つ
い
で
に
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ち
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機
会
が
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そ
の
他

特
に
な
い

直
接
鑑
賞
は
し
て
い
な
い

Ｒ４年度（ｎ＝228） Ｒ５年度（ｎ＝256）

・『「生」で鑑賞したかった』が最多で、
昨年度と比べて15％以上増加
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１ 文化芸術鑑賞について

直接鑑賞をした理由別の割合（評価指標①関連） （年代別） ※複数回答可

0% 20% 40% 60% 80%

作品などを「生」で

鑑賞したかったため

非日常的な時間や空間を

味わいたかったため

入館料などが無料・

低料金であったため

家族や友人などが

出演・出品していたため

学校行事や地域行事

として訪問したため

他の用事（仕事や旅行など）の

ついでに立ち寄る機会があった

ため

その他

特にない

直接鑑賞はしていない

～20歳代

(n=17) 

30歳代

(n=34)

40歳代

(n=43)

50歳代

(n=49)

60歳代

(n=53)

70歳代～

(n=60)

・30歳代を除く全ての世代で『「生」で鑑賞したかった』が最多
・30歳代は『非日常的な時間や空間を味わいたかった』が最多
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70.2%

32.0%

22.4%

14.9%

26.8%

2.6% 1.3%

14.0%

78.6%

42.7%

24.5%

16.4% 15.5%

4.5%
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、
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よ
り
文
化
施
設

な
ど
に
行
け
な
か
っ
た
た
め

そ
の
他

特
に
な
い

デ
ジ
タ
ル
鑑
賞
は
し
て
い
な
い

Ｒ４年度（ｎ＝228） Ｒ５年度（ｎ＝256）

１ 文化芸術鑑賞について

デジタル鑑賞をした理由別の割合（評価指標①関連）※複数回答可

・『鑑賞時間等を自由に選択できる』が最多
・『コロナ禍により文化施設などに行けなかった』は
昨年度と比べて10％以上減少
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１ 文化芸術鑑賞について

デジタル鑑賞をした理由別の割合（評価指標①関連） （年代別） ※複数回答可

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鑑賞する時間や場所、

内容を自由に選択できるため

無料・低料金で鑑賞したかったため

電子機器でしか鑑賞できない作品のため

（海外の作品、インターネット限定配信など）

文化施設などで鑑賞できる環境になかったため

（施設が近隣にない、施設に訪問しづらいなど）

コロナ禍により文化施設などに行けなかったため

その他

特にない

デジタル鑑賞はしていない

～20歳代

(n=17)

30歳代

(n=34)

40歳代

(n=43)

50歳代

(n=49)

60歳代

(n=53)

70歳代～

(n=60)

・全ての世代で『鑑賞時間等の自由』が最多
・30歳代で『無料・低料金』が多い
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②「文化芸術活動に取り組むことができる環境が整っているとする県民の割合」（年代別）

２ 文化芸術に取り組むことができる環境について

②「文化芸術活動に取り組むことができる環境が整っているとする県民の割合」（地域別）

31.6%

27.6%

30.3%

35.7%

39.5%

37.3%

40.7%

42.1%

48.2%

39.9%

40.2%

39.5%

41.1%

33.5%

23.7%

23.1%

28.7%

22.0%

19.8%

21.2%

23.5%

2.6%

1.0%

1.1%

2.1%

1.2%

0.4%

2.3%

湖西地域

(n=114)

湖北地域

(n=398)

湖東地域

(n=376)

東近江地域

(n=572)

甲賀地域

(n=324)

湖南地域

(n=944)

大津地域

(n=884)

整っている 整っていない わからない 不明・無回答

44.0%

33.0%

31.7%

36.1%

40.8%

35.4%

45.3%

45.1%

38.6%

31.4%

17.5%

20.2%

22.7%

24.2%

25.6%

3.1%

1.4%

0.4%

1.1%

2.2%

75歳以上

(n=291)

65～74歳

(n=702)

50～64歳

(n=937)

35～49歳

(n=829)

18～34歳

(n=856)

整っている 整っていない わからない 不明・無回答

35～74歳で『整っていない』が最多

大津・甲賀以外の地域で
『整っていない』が最多
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柱２ 未来の文化の担い手の育成

１ 研修受講の効果について

２ 創作活動について

資料編
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１ 研修受講の効果について

「⑥研修で得た知識や技術を今後の活動に活かせると回答した受講生の割合」(事業別）

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

96.9%

96.2%

90.0%

90.0%

85.7%

85.4%

68.8%

65.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

劇場技術者講座(n=48)

びわ湖舞台芸術スタッフセミナー

テクニカル・フォローアップ編(n=7)

舞台技術研修～人材育成研修～（学生）

(n=46)

美ココロ・パートナー育成(n=1)

教育関係者向け夏季研修会(n=32)

舞台技術研修

～人材育成研修～（一般）(n=26)

文化行政担当者、文化施設管理・

運営者向け研修(n=10)

びわ湖舞台芸術スタッフセミナー

（マネジメント研修会）(n=10)

びわ湖舞台芸術スタッフセミナー

アートマネジメント編(n=28)

障害者芸術文化活動

支援センター(アイサ)研修(n=41)

ビジネス・カフェ 文化ビジネス塾(n=16)

アートマネジメント人材養成講座(n=29)

・ほとんどの研修で
目標値（80％）を達成
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21.1%

9.2%
6.1% 4.4% 2.6%

65.8%

23.0%

12.1%
9.4%

5.5%
1.2%
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Ｒ４年度（ｎ＝228） Ｒ５年度（ｎ＝256）

２ 創作活動について

創作活動の内容別の割合（評価指標⑤関連）※複数回答可

・『気軽に文化芸術に親しんだ』が最多
・昨年度と比べて、何らかの創作活動に携わった県民の割合は
増えたものの、半数以上が創作活動を行っていない
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２ 創作活動について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カラオケや写生など、気軽に文化芸術に親しんだ

（いわゆる「習いごと」も含む）

文化団体や文化施設の活動を支援した

（ボランティア活動や寄附など）

伝統行事の担い手や

文化財等の守り手として活動した

美術や舞台の制作など、

本格的な創作活動を行った

その他

特に行っていない

～20歳代

(n=17)

30歳代

(n=34)

40歳代

(n=43)

50歳代

(n=49)

60歳代

(n=53)

70歳代～

(n=60)

創作活動別の内容別の割合（評価指標⑤関連）(年代別） ※複数回答可

・若年層ほど『気軽に文化芸術に親しんだ』
を選ぶ傾向が強い
・高齢者ほど『伝統行事の担い手等』を選ぶ
傾向が強い
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柱３ 文化への関心・理解の向上

１ 魅力や誇りを感じる文化芸術資源について

２ 地域における文化芸術との連携分野について

資料編
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55.3%

40.4%

43.9%

25.9%

4.4%
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18.9%

50.8%
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34.4%
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4.3%
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Ｒ４年度（ｎ＝228） Ｒ５年度（ｎ＝256）

１ 魅力や誇りを感じる文化芸術資源について

魅力や誇りを感じる文化芸術資源の内容別の県民の内訳（評価指標⑩関連）※複数回答可

・昨年度と比べて、魅力や誇りを感じる文化芸術資源が
「特にない」と答えた県民の割合が増加

・最多は『歴史的な建造物等』
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１ 魅力や誇りを感じる文化芸術資源について

魅力や誇りを感じる文化芸術資源の内容別の県民の内訳（評価指標⑩関連） （年代別） ※複数回答可

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

歴史的な建造物や町並み、文化財

伝統的な芸能や行事

地域ならではの風景

生活様式や風習

芸術家や作家、文化団体

その他

特にない

～２０歳代

(n=17)

３０歳代

(n=34)

４０歳代

(n=43)

５０歳代

(n=49)

６０歳代

(n=53)

７０歳代～

(n=60)

・若年層ほど『特にない』の割合が高い
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１ 魅力や誇りを感じる文化芸術資源について

魅力や誇りを感じる文化芸術資源の内容別の県民の内訳（評価指標⑩関連） （地域別） ※複数回答可

・湖北および湖西では『伝統的な芸能や行事』が
最多で、60％を超えている

0%

20%

40%

60%

80%

大津

(n=60)

南部

(n=65)

甲賀

(n=28)

東近江

(n=40)

湖東

(n=25)

湖北

(n=28)

湖西

(n=10)

歴史的な建造物や町並み、文化財 伝統的な芸能や行事
地域ならではの風景 生活様式や風習
芸術家や工芸作家、文化団体 その他
特にない
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２ 地域における文化芸術との連携分野について

地域において文化芸術と連携した分野別の県民の内訳（評価指標⑪関連）※複数回答可

40.8%

35.5%

15.4%

11.8%
10.5% 11.0%

0.4%

33.3%

38.7% 37.9%

20.3%

16.0%

10.5% 10.2%

0.8%

31.6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

観
光

ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・教
育

医
療
・福
祉

国
際
交
流

産
業

そ
の
他

特
に
な
い
・

知
ら
な
い

Ｒ４（ｎ＝228） Ｒ５（ｎ＝256）

・昨年度と比べて他分野連携があると答えた県民の割合が微増
・『観光』『まちづくり』が多い
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２ 地域における文化芸術との連携分野について

地域において文化芸術と連携した分野別の県民の内訳（評価指標⑪関連）(年代別) ※複数回答可

0% 10% 20% 30% 40% 50%

観光

まちづくり

子育て・教育

医療・福祉

国際交流

産業

その他

特にない・

知らない

～２０歳代

(n=17)

３０歳代

(n=34)

４０歳代

(n=43)

５０歳代

(n=49)

６０歳代

(n=53)

７０歳代～

(n=60)

・若年層ほど『観光』を選ぶ傾向が強い
・高齢者で『特にない』が多い
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２ 地域における文化芸術との連携分野について

地域において文化芸術と連携した分野別の県民の内訳（評価指標⑪関連）(地域別) ※複数回答可

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

大津

(n=60)

南部

(n=65)

甲賀

(n=28)

東近江

(n=40)

湖東

(n=25)

湖北

(n=28)

湖西

(n=10)

観光 まちづくり 子育て・教育 医療・福祉 国際交流 産業 その他 特にない・…

・南部、湖北および湖西では『まちづくり』が最多で、過半数
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